矯正施設における犯罪者処遇プログラム概要

１　プログラム対象者・収容施設選定の流れ
（1） スクリーニング
性犯罪者調査対象者に該当するか否かを次の項目により判定
1 罪名及び事件内容
2 常習性の高さ
3 性犯罪につながる問題性の大きさ等
（２）スクリーニングにより性犯罪者調査対象者と判定されなかった者
一般施設で処遇要領に基づき各種指導を実施
（３）スクリーニングにより性犯罪者調査対象者に判定された者
　　　調査センターにより性犯罪者調査を行い、性犯罪処遇プログラムを実施

２　プログラムの構造
（1） 入所
　　性犯罪調査・オリエンテーション
（2） 受講
　　科目１　自己統制
　　科目２　認知の歪みと改善方法
　　科目３　対人関係と社会的機能
　　科目４　感情統制
　　科目５　共感と被害者理解
（3） 出所前
　　メンテナンス
（4） 出所



保護観察所における犯罪者処遇プログラム概要

１　プログラム対象者
（1） 行刑施設の受刑者のうち仮釈放された者
（2） 保護観察付執行猶予者
（3） （１）及び（２）の家族

２　プログラムの構造
（1） [bookmark: _GoBack]仮釈放者及び執行猶予者に対するプログラム
1 導入プログラム
　コア・プログラム参加に必要な心理教育
　本件性犯罪に関する調査
2 コア・プログラム
　セッションＡ：性犯罪のプロセス
　セッションＢ：認知の歪み
　セッションＣ：自己管理と対人関係スキル
　セッションＤ：被害者への共感
　セッションＥ：再発防止
（2） プログラム対象者の家族に対するプログラム
1 対象者がプログラムを受講することへの理解・協力を求める。
2 対象者の更生の援助者としての役割をサポート

